
「
ダ
ン
ス
」で
地
域
活
性
化
を

　

平
成
29
年
12
月
9
日
、文
化
会
館
で

「
ほ
し
ぞ
ら
ダ
ン
ス
パ
ラ
ダ
イ
ス
」が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

文
化
会
館
で
は「
コ
ン
テ
ン
ポ
ラ
リ
ー

ダ
ン
ス
が
地
域
文
化
に
な
る
こ
と
で
町

の
活
力
を
蘇
ら
せ
る
」と
し
、平
成
23
年

度
に
初
め
て
コ
ン
テ
ン
ポ
ラ
リ
ー
ダ
ン

ス
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
と
公
演
を
実
施
。プ

ロ
ダ
ン
サ
ー「
セ
レ
ノ
グ
ラ
フ
ィ
カ
」と

町
内
小
学
生
や
町
内
外
の
一
般
公
募
者

と
と
も
に
公
演
を
つ
く
り
あ
げ
る
、こ
の

取
り
組
み
も
今
回
で
４
年
目
で
す
。

1「
マ
ー
チ
で
弾
も
う
！
」

　

町
内
全
小
学
4
年
生
40
人
が
3
カ
月

に
わ
た
り
練
習
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。女

子
児
童
は
優
雅
に
、男
子
児
童
は
ダ
イ
ナ

ミ
ッ
ク
に
ダ
ン
ス
を
披
露
し
た
ほ
か
、自

分
の
名
前
を
自
身
で
創
作
し
た
振
付
で

表
現
す
る「
ネ
ー
ム
ダ
ン
ス
」も
一
人
ず

つ
発
表
。最
後
は
全
員
で
所
狭
し
と
元
気

に
踊
り
、観
客
を
笑
顔
に
し
ま
し
た
。

2「
誰
か
が
口
ず
さ
ん
で
い
る
」

　

町
内
外
か
ら
集
ま
っ
た
一
般
公
募
者

11
人
が
、9
月
か
ら
練
習
を
重
ね
た
創
作

ダ
ン
ス
を
披
露
。「
血
が
つ
な
が
っ
て
い

な
く
て
も
家
族
の
よ
う
に
生
き
る
人
た

ち
」が
テ
ー
マ
の
ダ
ン
ス
で
す
。

3「
雨
と
熊
」

　

セ
レ
ノ
グ
ラ
フ
ィ
カ
が
町
内
に
滞
在

し
な
が
ら
創
作
し
た
新
作
ダ
ン
ス
。川

根
本
町
の
空
気
感
だ
か
ら
こ
そ
完
成
し

た
と
い
う
こ
の
作
品
は
、朗
読
あ
り
、衣

装
の
早
着
替
え
あ
り
の
川
根
本
町
ス
ペ

シ
ャ
ル
作
品
。観
客
は
、二
人
が
織
り
成

す
唯
一
無
二
の
世
界
観
に
浸
り
ま
し
た
。

子どもたちとの創作活動
阿「みんな、まっすぐで純度が高いと
いうか。毎年違う子どもたちと接して
いても、その芯となる部分は共通して
いるな、という印象ですね。それから、
舞台に立つということについて僕た
ちから特に何かを話すことはありま
せんが、子どもたちは自然にキュッと
引き締まるんですよね。最初はワーっ
と喜んでステージに上がるんですけ
ど、次第に緊張感とか高揚感、観客に
対する見せ方への意識が高まってき
たな、というのが伝わります」。
隅「創作活動を通して、ただ何となく

立ったり歩いたりという動きひとつ
をとっても、子どもたちの身体の『強
度』が高まっていくのを感じます。自
分で動きを決めて身体で表現すると
いう、小さな決断を重ねていく。最終
的に舞台の上で表現することで、自分
自身の深いところで何かを了解する。
そしてその経験が、一瞬にして子ども
たちを成長させているように感じま
す。ダンスが万能というわけではない
かもしれませんが、ダンスにはそうし
た力を持っていると信じています」。

川根本町への思い
阿「初めて訪れたとき、曲がりくねっ
た山道を抜けた先にこんなに豊かな
町があるということ、そして道中の茶
畑の美しさと香りに、衝撃を受けたこ
とを思い出します。この町で、自分た
ちの創りたいものを皆さんと一緒に

創らせてもらったことは、とても贅沢
なひとときでした」。
隅「この町にいると、普段は聞こえな
いことや見えないことにまで感覚が
呼び覚まされるような気がします。町
外からの一般公募者の中には毎年参
加される方もいますが、それは私た
ちと同じようにこの町の持つ引力を
感じているからだと思います。今で
は、この町に来ると『あぁ、帰ってきた
なぁ』という思いすら感じるようにな
りました。私たちにとってこの町は、
４年間、中身の濃い時間を過ごさせて
いただいた、本当に特別な場所です」。

【セレノグラフィカ】隅地茉歩さん（右上）と阿比留修一さん（左下）によるダン
スユニット。国内外を問わず幅広いステージで活動。

「この町でこそできた創作活動、公演」

ほしぞらダンス
パラダイス

Special Interview
　→ セレノグラフィカ

8ここにも、一つの物語。
広報かわねほんちょう9


